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新型コロナウイルス感染症の流⾏による社会の閉塞感や学校⽣活、学習
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ち、成⻑していくための環境づくりを進めていく必要があります。�
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また、時代が劇的に変化する中で、⼦どもたち⼀⼈ひとりが「⽣きる⼒」
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地⽅創⽣の取組において、⼈⼝減少を克服（抑制）するためには、出⽣率の回復・
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⼈の意思を尊重しつつ、結婚、妊娠・出産、⼦育てのライフステージに応じた、切

れ目のない総合的な施策を推進することで、特に若い世代の結婚・出産・⼦育てに
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あわせて、未来を担う⼦どもたちが安⼼して産まれ、⼼⾝共に健やかに成⻑でき

るよう、時代の変化に応じたより良い教@�����A01Z@�[\�]�"#$�
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�?� ��� 年時代の到来を⾒据え、ライフステージに応じて、個々が希望
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ツに親しむ環境を充実させることにより、全ての市⺠が⽣涯に渡って⼼豊かに住み
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� � � � !� 結婚・出産・⼦育ての切れ目ない⽀援の充実�

�

将来的な⼈⼝の維持、⼈⼝減少の抑制、さらには、⻑期的な⼈⼝構造の若

返りに向けた出⽣率の回復・維持のため、結婚・出産・⼦育て世代の希望に
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ともに、家庭内や地域社会のつながりが希薄になる中での相談⽀援を⾏うこ
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少⼦化の進⾏及び⼦どもたちの多様化の進展により、ますます重要性を増

す学校教育について、保護者及び関係機関と連携を図りながら、更なる充実
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さらに、急激に進む情報化社会に対応するための情報活⽤能⼒の向上と合
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もに、⼦どもたちが⾃ら主体的に課題に対応し、解決する⼒を⾝に付けるた
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/� 将来を⾒据えた⻘少年教育の推進�
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Û��+3zÜÝ�変化等により、⼦ども同⼠のコミュニケーションや異

なる年齢層との交流が減少し、社会性や⼼の豊かさを育む機会が少なくなっ
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みづくりや、学校・地域社会が連携して、貴重な学びや成⻑の機会の充実、
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��施設の維持管理・改修による魅⼒向上、

利⽤⼿続の簡略化、スポーツイベントを契機

とした関⼼の喚起等、誰もがスポーツに魅⼒
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を感じ、楽しく安全に利⽤できる環境の提供に努めることで、市⺠の健康増
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市⺠の多様なニーズに対応した学びの機会の充実に努めるとともに、既存

の活動の⽀援、活動拠点となる施設の⽼朽化対策などを⾏い、市⺠が⾃主的
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染拡⼤を契機に、都⼼を中⼼に地⽅移住への関⼼が⾼まりを⾒せているこ
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ＩＣＴ等を活⽤した本市の魅⼒発信は、ますますその重要性を帯びていま
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りを始め、感染症がもたらした観光のトレンドの変化を的確に捉え、例え

ばテレワークと本市の魅⼒を掛け合わせた施策のQ����y�����
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域の宝」を有しています。「地域の宝」は市⺠の⽣活を豊かにするとともに、積極

的に活⽤・ＰＲすることで、市外の⼈を惹きつける⼟浦ならではの魅⼒にもなりま
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地域の魅⼒を⽣み出し、これらを積極的に活⽤することで、本市の魅⼒を市内外に

広く知ってもらい、観光や交流、ひいては移住・定住にもつなげることで、地域の
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また、⻑い歴史に培われた誇り⾼い⽂化・芸Õ2+,�-��.�fW�/�0

ぐ取組を推進することで、地域の持続的な発展につなげる魅⼒あるまちを目指しま
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未来につなげる魅⼒あるまちづくり�
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!� 地域の魅⼒を⽣かした観光のまちづくり�

�

de8µ�{9�56%&�y�%&A=

て磨き、魅⼒を創造するとともに、こうした

魅⼒を活⼒に、市⺠・事業者・⾏政の連携の
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改⾰とあいまって、テレワークが急速な広がりを⾒せるなど、地⽅への34

�K�)�"  !G%A,¬�LEMØ4N�B/�5�m�34�K�

のある⼈に、「地域の宝」を⽣かした⽣活体験等を通じて本市の魅⼒をアピー
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する地理的優位性との相乗効果により、本市への移住・定住を促進します。�
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本市の先⼈から引き継がれた貴重な歴史・⽂化遺産を適切に保存し、次の�

世代に継承するため、⽂化財の保存活⽤や施設の⽼朽化対策に努めます。�

�

また、市⺠⼀⼈ひとりが⽂化芸術に関⼼を
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⽂化芸術活動の拠点施設を有効活⽤し、市⺠
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]� 魅⼒ある景観を⽣かしたまちづくり�
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に⽣かしていくため、市⺠やまちづくり団体

との協働体制の下、景観計画を推進し、良好
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U��ö�ウイルス感染症の流⾏は、⼈と⼈との接触機会を制限したこ
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とともに、テレワークの普及など、物理的移動を前提としてきた⼈の働き
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タル技術等を駆使した時流に合わせたサービス提供など、事業者の改⾰を
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スフォーメーション（ＤＸ）による業務効率化を始め、事業者の取組を⽀
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本市は、これまで、歴史的な成り⽴ちから商⼯業中⼼に発展をとげてきました。

また、稼げる農業として⽇本⼀の⽣産量を誇るれんこんや花など、特⾊ある農産物
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イド化により活気を失いつつあった中⼼市街地は、近年、市役所や図書館の駅前へ
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⽣かした産業振興を図るとともに、更なる企業誘致や消費者の新たな需要の創oÐ

に取り組みます。あわせて、中⼼市街地へのにぎわい創出の取組を促進し、魅⼒あ

る都市環境を形成することで、「しごと」を核とした活⼒のあるまちを目指します。�
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「しごと」を核とした活⼒のあるまちづくり��������
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^� 中⼼市街地のにぎわいと活⼒の創出�
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⼟浦駅周辺を中⼼に整備された施設を活⽤して、市⺠との協働により、中

⼼市街地のにぎわいと活⼒の創出に努めます。特に霞ヶ浦周辺の⽔辺空間に
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交流⼈⼝の増加を図ります。�

�

� � � � _� #$�%&���'(`a�bc�

�

hi��+»�¼����&��de�d

|À2�P�À��Û���r�"#$%'

=
Ä����#G
/��(�e�5�©

ªÜ7A�T ���|�~��&GÖ«�

~��
�áZ�d|��12�¿P#GA

A	����st��=!eÍ�(��PN

に対し、融資制度の情報提供と円滑な資⾦調
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るにも関わらず、農林業経営体の減少、就農
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に、農地の集約化等により⽣産効率を⾼め、

経営感覚を持つ経営体が⼒を発揮できるよう

にするとともに、⻘年層の農業就業者の増加
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優れた⽴地環境のＰＲや優遇制度の充実による企業誘致を促進するととも

に、市内の中⼩企業者に対する経営指導、事業資⾦融資のあっせん等を通じ
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など、企業⽴地後の⻑期にわたる事業継続に向けた⽀援に努めます。�
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様化するニーズに対応し、農林⽔産物の⾼付加価値化や新規需要の創造を図
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⾼齢者や⼥性の雇⽤安定に向けた制度の周知啓発を図るとともに、ハロー
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東⽇本⼤震災以降、災害対策への意識が⾼まる中、新型コロナウイルス

感染症の流⾏は、より幅広い事態を想定した災害対策の必要性を再認識さ

せました。市⺠それぞれが⾼い防災意識を持つとともに、衛⽣管理への意

識も持つ必要があります。�

�

また、⾏政や企業においては、感染症の感染を防⽌しつつ、業務を継続
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さらに、近年頻発する⾃然災害に対して、感染症との複合災害を前提と
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近年多発している風⽔害や猛威を振るう⻯巻、今後発⽣が予想される⾸都直下型
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併せて、多様な主体のそれぞれが、防災を「⾃分ごと」として捉え、⾃律的に災害

に備えるまちづくりに向けた取組の更なる充実・強化が急務となります。�
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すが、犯罪の⼿⼝の⾼度化・多様化や⾼齢者を狙った犯罪の増加など、⽣活に⾝近

で不安感を助⻑される犯罪は後を絶ちません。�
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よる事故が多発しており、本市においても、通学路の安全確保や⾼齢者の交通事故
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とで、全ての市⺠が安⼼して暮らせるまちを目指します。�
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全ての市⺠が安⼼して暮らせるまちづくり��������
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近年、気候変動に起因して激甚化・広域化する⾃然災害による被害を最⼩化

するため、新型コロナウイルス感染症対策の経験を踏まえ、感染症の流⾏期等

における複合災害にも留意しながら、災害発⽣時の社会経済活動の維持・継続

に備えるとともに、流域治⽔等広域的な災害対応を進めます。くわえて、無⼈

航空機などを活⽤した情報収集能⼒の強化等を図ることで、より的確な災害対
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耐⽕性向上など、災害に強い都市基盤の整備を、既存インフラの⽼朽化対策

も考慮しつつ推進するとともに、⼟地利⽤の
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窃盗など⽣活に⾝近な犯罪が多く発⽣していることから、市⺠の防犯意識
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等にも取り組み、市⺠の不安感の緩和に努めます。�
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商法、⼦どもが巻き込まれる犯罪・事故を防ぐためにも、地域の⾒守り活動
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/� 全ての災害から市⺠を守る消防・救急体制の強化�

�

全ての災害から市⺠の⽣命と財産を守るた
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救急訓練などを通じて市⺠の防⽕防災に向け

た意識の醸成を図ります。�
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地域防災⼒の充実強化や⾃主防災組織の活性化を進めるとともに、国・県単

位での広域の応援体制の強化などにより、地域全体の消防⼒の⼀層の充実に
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0� 市⺠の安全を⽀える交通安全対策の推進�

�

通学路の安全確保や⾼齢者の交通事故対策
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もが安全に移動することができる⼈と⾞にや
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近年激甚化・頻発化する風⽔害に対応するため、計画的な⾬⽔排除対策を

推進するとともに、施設・設備の予防的な補修や計画的な更新を推進します。�

�
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を促進するとともに、ハザードマップの活⽤を進め、市⺠の⾃助意識・防災

意識の向上を図ります。�
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消費⾏動の多様化も加速し、消費⽣活をめぐる問題も⼀層複雑化すると考え
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新型コロナウイルス感染症に関連して、感染者や医療従事者等への偏

⾒・差別を始めとする、様々な⼈権問題が発⽣しています。また、感染症

に起因して、⽣活不安やストレスによるＤＶ被害等の増加・深刻化や⼦ど

もの⾒守りの機会の減少による児童虐待リスクの⾼まりなど、様々な社会

的課題が浮き彫りとなっており、感染症に関する正しい知識の普及や各種

の取組及び適切な⽀援と併せて、⼈々の相互理解や寛容さを育てる意識啓
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また、感染症の感染拡⼤を防⽌する観点から、地域住⺠が集い、コミュ

�������図る場や市⺠協働の場、地域活動に参加する機会が減少し

ています。したがって、物理的でなくとも、地域住⺠同⼠が触れ合える機
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市⺠の誰もが個性と多様性を互いに尊重し、⽣きがいを感じ、その⼈らしく暮ら
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値を全ての市⺠が共有しなければなりません。�
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また、性別を問わず誰もが希望する形で社会参画できる男⼥共同参画社会や、⽇

本⼈市⺠と外国⼈市⺠が異なる⽂化や価値観を互いに尊重し、認め合える多⽂化共

UV�WX4GH�Y�D�B��Z[�\]ZJ4T^_4`ab�LM��D

��M
B���

�

cdB�ef(�Dg�B�hi4�jk���	��cl46m�no�C�

pI��V会経済情勢の変化に伴い、市⺠ニーズの多様化、⾼度化はますます進ん
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りの弱体化が危惧されていることから、市⺠との協働については、これまで以上の

深化と取組領域の強化が課題となります。�

�

したがって、地域社会を構成する⼀⼈ひとりがお互いへの理解を深め、⽀え合う
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⼒を育むまちを目指します。�
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多様性を認め合い、包容⼒を育むまちづくり��������
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� !� ⼈権意識の醸成と平和意識の啓発�

� � � �

⼈権の尊重や平和の推進といった普遍的価値の実現には、市⺠⼀⼈ひとり

の⼈権意識の醸成や、平和に対する意識啓発が求められています。⼀⽅で、

近年の急速な情報通信技術の進展を始め、社会状況の変化等により、克服し
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を持つ世代が年々減少している中で、戦争のない平和な世界を求める取組を
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など様々な機会を通して⼈権意識の醸成・啓発を推進します。また、「非核平
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類永遠の平和に対する意識啓発の推進により、平和の尊さを後世に伝えてい
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"� 思いやり、理解し合う男⼥共同参画社会の構築�
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多様性を認め合い、包容⼒のある男⼥共同
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ことが重要です。そのために、男⼥共同参画

意識の啓発・広報活動を⾏うとともに、仕事
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市においても、永住者や定住者など、滞在が⻑期化する外国⼈市⺠の増加が
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を始め、姉妹都市等との国際交流や国際理解講座等を通して、市⺠の国際意

識の醸成を図るとともに、外国⼈市⺠が地域で暮らしやすい環境を整えるこ

とで、国籍や⺠族などの違いにかかわらず、⼀⼈ひとりが異なる⽂化や価値

観を互いに尊重し、認め合い、同じ⼟浦市⺠として共に⽀え合って暮らせる
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⺠との協働が求められることから、市⺠4Ð

治意識の⾼揚を図るとともに、地域における
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進する取組等を通じて、市⺠との協働のまち

づくりの更なる推進を図ります。�
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あわせて、市⺠との協働のまちづくりを進める上で、不可⽋となるまちづ
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の重要性を再認識させました。⼈の健康と命を⽀える医療・保健・福祉は

安⼼して市⺠⽣活を送るために必要不可⽋なものであり、これらエッセン

シャルワークの維持・充実に注⼒していく必要があります。�
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活を⽀える地域社会の⼒を取り戻すことや、医療・福祉分野におけるＩòó

導⼊による効率的な業務実施体制の構築などに取り組む必要があり����
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地域社会に関わり続けることが⼤切です。あわせて、障害の有無によって分け隔て

Zg�D�W��ú® Jû�»b�LMp�
W�Z~U��ü�ý;wþ��

��
�
の理念などに基づき、誰もが⾃分らしい⽣き⽅を追及できる社会の構築に資
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⼀⽅で、家族形態の変化や福祉ニーズの多様化・⾼度化に伴い、地域福�(�»

⼈ではなく、地域社会全体で担うとともに、市⺠⼀⼈ひとりが関わっていく必要が
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また、新型コロナウイルス感染症の世界的流⾏を契機に、エッセンシャルワーク

である医療・福祉は、市⺠⽣活を守るために、これまで以上に重要なものとなって
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そのため、市⺠や事業者等と⾏政が相互にパートナーシップを確⽴し、医療、保

健、福祉を始め、様々な分野で全世代型の社会保障を実現することで、市⺠⼀⼈ひ

とりが互いにその⼤切な存在を認め合い、⽀え合いながら、豊かな⼈⽣を送ること
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D� 市⺠・社会・⾏政で⽀える地域の福祉�

�

急激な少⼦⾼齢化や核家族化の進⾏、⼈々の価値観の多様化を背景として、

住⺠同⼠のつながりや助け合いの希薄化など、地域福祉を取り巻く環境は⼤

きく変化していることから、家族や⾏政に加えて、地域全体で福祉を⽀えて
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このため、地域社会を基盤とした、市⺠・地

域・⾏政の協働による地域福祉の推進を図りま

���	���EFs-.�
�<�y2���

g�
äåæ´�µ��
 ���b��	W


ú�78���«Ô78���-.k�� ��

I78�4�}478�c�, G����M

�,78���4���P	��D�B�-.

~UV�4GH���p����

�

E� 2FG�HIC%JK�LMN�OPQRS�T5�

�

����4�� )���JU ��� 年時代」が本格的に射程に⼊る中、⾼

ðñ�-.V��4�	���}D��BC�)Q�ïðñ4V�=>9U

涯学習等への積極的な⽀援を⾏うとともに、地域包括⽀援センターの更なる
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また、今後ますます増えると⾒込まれる⾼齢者の認知症の発症を遅らせ、
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が⾃分の住み慣れた地域において、孤⽴することなく、⽣きがいと誇りを持っ
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U� 誰もが安⼼して暮らすことのできる医療体制・社会保障制度の充実�
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誰もが⽣涯にわたって必要とする医療を受けられるよう、医療環境の充実

9� 社会保障制度の運⽤、医療費の適正化や
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さらに、今後は、新興感染症等の流⾏のリ
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すことができ、その⼈らしい⽣き⽅を追及することができるよう、地域住⺠
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ージに応じた適切な⽀援を⾏うことで、⾃⽴と社会参加を促進し、障害のあ
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また、⾼齢者や障害者、妊婦や⼦どもを始め、全ての⼈が移動に不⾃由な

く、安全かつ快適に⽣活し、活動できるよう、公共施設や道路等のバリアフ

8���9�������4P	 )��úÞ�¯
9��:��QD��

BC�9Ëp
0�;6��WX�04·8<¶8���P	��D�B�

ノーマライゼーションの理念に基づく⼈にやさしいまちづくりを推進します。�
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による過剰包装への注目から、⽯油由来原料から持続可能な原料への置き
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さらに、新型コロナウイルスを始めとする新興感染症は、⼟地利⽤等の
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⾃然環境と共⽣するための取組の更なる推進が重要となります。�
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世界的な規模での環境破壊の進⾏による気候変動や⽣態系への影響は、極めて深
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また、⾥⼭や筑波⼭麓の豊かな⼭林などの緑が都市化などにより年々減少すると

ともに、⻑年にわたる重要課題である霞ヶ浦や河川の⽔質改善は、これまで重点的
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況にあることから、⾝近な環境問題に関する各種取組は、⽣態系を守り、市⺠が快

¥)_F#$0�¦E+�§�¨©c�1212ª1£$0123�

�

§��|�«¬­®�達成に向け、市⺠・事業者・⾏政の連携による、⼈と⾃然

H¯_2n�|�'(°±�����X2nQ"E�i²�³´Juµ¶)5uS

n'()f�#01��·¸#123�

�

�

�

�

�

�

�

� �

�� ������ ������������	
��
�����������������

��	
 �!"#$%��!"���	
 �&'�(�)�*+,-���./�0

1��23���01�)4'��(./�567�8��9:�;<=�>?#@A7

�
��8�BC

	� 
��
��� DEFG #HIJKLM"��HN�GO�FGH�PQRS�8�BC

�������	
���
��������������

«¬­®@���� � �%&'(°±� � �¹'���
�
@'(º_� � �»¼�

�������� �



�	�

 

D� \]^_`abc�defghij�kl�

�

<=>?4@6�ABCV�4GHWX�¥D, �°Ùàá ��I=

>(Ô5�p}}�����efB��-EFG�WX4-EHI4JK�

題の解決のため、市⺠・事業者・⾏政の協働により環境基本計画を推進する
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れた⾃然環境を後世に引き継ぐため、市⺠の

環境に対する意識啓発に努めます。�
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がある上、都市化による⼭林の減少などの問題も顕在化しています。こうし
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また、未来を担う⼦どもたちを始め、市⺠
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循環型社会を構築するため、ごみ処理体制の充実を図るとともに、市⺠・

事業者・⾏政の協働・連携の下、ごみの減量化とリサイクル活動をより⼀層

推進します。あわせて、延命化を⾏っているごみ処理施設については、今後

も、適切な維持管理を図ります。�

�

また、⽣活環境を保全するため、市⺠や事業者と連携した取組を通じて、
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係る設備の整備・維持管理を進めます。�

�

また、下⽔道については、下⽔道設備の整備・維持管理により適切な下⽔処理
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さらに、上下⽔道事業については、運営の効率化等による健全な事業経営に努
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新型コロナウイルス感染症に対しては、⾏政が各種機関と連携しつつ、

感染症予防やワクチン接種などの対応を⾏ってきました。その過程におい

て、全市⺠の接種の周知・確認等の事務を始めとして、⾏政事務を迅速に

実施する必要が⽣じており、今後、⾏政のデジタルトランスフォーメーシ

ョン（ＤＸ）を積極的に進め、的確かつ効率的に市⺠サービスを提供して
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� � ⼈⼝減少及び少⼦⾼齢化が進⾏する⼀⽅で、多様化・⾼度化する市⺠ニーズに対

応していくためには、時代の変化に適応した良質な⾏政サービスを提供することで、

市⺠の快適な暮らしを⽀えるとともに、持続可能で安定的な⾏財政基盤を確⽴する

ことが必要不可⽋となります。�

�

このため、マイナンバーカードの普及促進や⾏政⼿続のオンライン化を始め、市

⺠サービスのデジタル化を促進するとともに、全ての市⺠が安⼼して、かつ、便利

に暮らせるための道路、公園などの基幹的な社会基盤の整備や地域特性に応じた秩

序ある適正な⼟地利⽤、超⾼齢社会や地球JK���3�ßI&�,Wm~���
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あわせて、本市の事務処理へのデジタル技術の導⼊促進や、共通する⾏政課題及

び広域的な⾏政需要に対応するための広域⾏政の推進を図るとともに、公共施設等

については、財政マネジメント強化の観点から、中⻑期的な視点に⽴って、計画的

な集約化・複合化や⻑寿命化対策等に取り組むことにより、コストパフォーマンス

の⾼い効率的な⾏財政運営による持続可能なまちを目指します。�
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効率的な⾏財政運営による持続可能なまちづくり��������
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市⺠に適切な⾏政サービスを効果的に提供していくため、周辺⾃治体と連

携した積極的な広域⾏政を推進し、⾏政サービスの⼀層の向上を図るととも
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また、⾃治体間の交流を促進し、連携を強化することで、本市の広域的な
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E� 魅⼒的な都市環境・住環境の創出�

�

道路、公園など、本市の持続的な発展や市

⺠⽣活を⽀える都市基盤の整備を進めると
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路線バスやコミュニティ交通の利⽤促進や

ＪＲ常磐線の輸送⼒の強化及び更なる利便
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時代の変化に応じた交通⼿段の検討などを⾏うことで、効率的なネットワー

ク形成と市街地の活性化を図り、魅⼒的な都市環境・住環境の創出を図りま
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に応じた合理的な⼟地利⽤を進め、時代の変化に即した効率的で持続可能な
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V� ⾏政情報の発信の充実と市⺠参画の推進�

�

⾏政情報のより活発な活⽤を促すとともに、公正で透明性のある⾏政運営

を確保するために、ホームページの充実を始め、ＩＣＴを活⽤しながら、⾏

政における広聴機会と⾏政情報の提供の充実を図りつつ、情報公開制度や個

⼈情報保護制度、パブリック・コメント
�
制度の適正な運⽤と充実を図りま
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また、各種計画策定など政策形成の過程において、幅広い市⺠の意⾒を聴

?��|�9f⺠が主体的にまちづくりに参画できる機会を提供することで、

市政への市⺠参画を推進します。�
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�� 市⺠のニーズに応える効率的・効果的な⾏政運営�

�

多様化・⾼度化する市⺠ニーズや、急速に
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課題に対応し、市⺠本位の⾃主・⾃⽴のまち
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軸に、簡素で効率的・効果的な⾏政運営の展
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持続可能な財政運営を図るため、ふるさと納税制度の充実や企業⽴地の促

進を始め、歳⼊の確保に向けた取組を推進するとともに、中⻑期的な視点に

⽴った財政計画を策定し、創意⼯夫による魅⼒あるまちづくりを推進します。�

�
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ては、市⺠全体の貴
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に⽴ち、施設の適正配置や⻑寿命化対策を早

急に推進するとともに、計画的・戦略的な公
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に⼊れながら、周辺住⺠の意向や⼟地利⽤の状況を⼗分勘案した上で、有効

活⽤することで、社会経済情勢等の変化に伴う⾏政需要への対応を図ります。�

 

 


